
（七
七
〇
～
八
〇
工◆

頃
の
軒
平
瓦
、
緑
釉
の
火
舎
の
脚
部
な
ど
の
ほ
か
、
「□

継
」
（須
恵
器
杯
ま
た
は
皿
底
外
）、
「下
」
（須
恵
器
杯
Ａ
Ⅲ
底
外
）、
「赤
」
（土
師
器

皿
Ａ
Ｉ
底
外
）
と
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
が
出
上
し
た
。
上
層
の
遺
物
か
ら
、
井

戸
は
、
平
城
京
廃
絶
後
し
ば
ら
く
し
て
埋
没
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「
ｏ
□
水
船
四
枚
切
机
四
前
中
取

一
前
　
　
　
Ｐ『衆
］嚢
∞
寓
Ｐ

上
端

・
右
辺
は
削
り
、
下
端
は
二
次
的
切
断
、
左
辺
は
二
次
的
削
り
か
。
船

は
槽
に
通
じ
る
こ
と
か
ら

（『和
名
抄
し
、
「水
船
」
は
水
槽
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「切
机
」
は
俎
、
「中
取
」
は
中
取
机

（案
）
の
こ
と
で
、
脚
の
つ
い
た
机
で

あ
る
。
厨
房
用
具

。
食
膳
具
の
類
の
品
名
と
数
量
が
列
挙
さ
れ
た
木
簡
で
あ
る

が
、
用
途
は
不
詳
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
文
化
財
研
究
所

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
三
人

（一
一〇
〇

七
年
）

（山
本
　
μΦ

奈良
・村
栞
師し寺じ跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．５２

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
城
殿
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
六
年

（昭
和
５．
）
一
月
～
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
工
藤
圭
章

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
関
連
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

市
営
住
宅

へ
の
進
入
路
新
設
に
伴
う
事
前
調
査
で
、
調
査
地
は
本
薬
師
寺
の

西
南
隅
部
に
あ
た
る
。
発
掘
面
積
は
四
五
〇
♂
。
主
な
検
出
遺
構
は
、
藤
原
京

人
条
大
路

。
西
三
坊
大
路
な
ど

で
あ
る
。

人
条
大
路
は
溝
心
々
間
距
離

一
五

・
九

ｍ
、
路
面
幅

一
四

。

Ｏ
ｍ
、
西
三
坊
大
路
は
溝
心
々

間
距
離

一
五

。
二
ｍ
、
路
面
幅

一
四

。
一
ｍ
で
あ
り
、
両
大
路

の
交
差
点
で
は
、
西
三
坊
大
路

の
東
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
〇
五
の
上
に

(吉野山)



二
時
期
に
わ
た
っ
て
橋
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
条
坊
関
連
遺
構

を
検
出
し
た
面
よ
り
も
下
層
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｄ

一
〇
五
の
東
約
五
ｍ
の
地
点
で

南
北
溝
Ｓ
Ｄ

一
一
〇
を
検
出
し
た
。
Ｓ
Ｄ

一
一
〇
は
七
世
紀
後
半
の
土
器
を
包

含
す
る
整
地
土
の
上
面
か
ら
切
り
込
む
溝
で
、
本
薬
師
寺
の
所
用
瓦
を
含
む
こ

と
か
ら
、
本
薬
師
寺
の
創
建
は
条
坊
地
割
の
施
工
に
先
立
つ
と
判
断
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
本
薬
師
寺
の
調
査
で
は
、
中
門
及
び
参
道
の
下
か
ら
西

三
坊
坊
間
路
が
検
出
さ
れ
、
条
坊
地
割
を
施
工
し
た
後
、
本
薬
師
寺
が
創
建
さ

れ
た
点
が
判
明
し

（『飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
二
四

（
一
九
九
四
年
〉
な

ど
）、
西
南
隅
部
の
調
査
と
正
反
対
の
所
見
が
得
ら
れ
て
い
る
。

木
簡
は
、
人
条
大
路
の
北
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
〇
四
の
堆
積
土
下
層
か
ら
三
点
出
土

し
た
。
こ
こ
で
は
釈
読
で
き
る
二
点
を
紹
介
す
る
。
Ｓ
Ｄ

一
〇
四
は
、
幅
二

・

二
ｍ
深
さ
○

・
四
五
ｍ
を
測
る
。
共
伴
遺
物
に
は
、
刀
形
木
製
品

一
点
が
あ
る
。

こ
の
刀
形
木
製
品
は
現
存
長
さ
約
二
〇
帥
で
、
刀
身
の
大
半
を
久
く
。
柄
の
形

状
は
蕨
手
刀
に
類
似
し
、
刀
身
は
柄
よ
り

一
段
狭
い
。
柄
の
細
部
は
墨
線
で
表

現
さ
れ
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

（
〕
い
〇
）
×
∞
∞
×

Ｐ
　
ｏ
∞
〕

ω
は
五
片
か
ら
な
り
、
四
周
は
欠
損
す
る
。
材
の
中
央
部
に
墨
書
し
、
上
下

に
は
そ
れ
ぞ
れ
三
本
ず
つ
、
約
五
ｍｍ
幅
の
皮
で
巻
い
た
よ
う
な
痕
跡
を
と
ど
め

る
。
こ
の
痕
跡
は
裏
面
に
は
及
ば
な
い
。
墨
書
の
内
容
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、

「皮
古
」
余

コ
）
が
箱
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
何
か
の
箱
に
括
り
付
け
た

と
も
考
え
ら
れ
る
。
墨
書
は
な
い
が
同
材
の
木
製
品
が
複
数
出
土
し
て
い
る

（細
分
化
さ
れ
点
数
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
二
個
体
以
上
あ
る
）
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
あ
る
い
は
二
枚
を

一
組
と
し
て
、　
一
種
の
封
絨
と
し
て
利
用
し
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
い
を
含
め
て
、
こ
れ
ら
の
材
は
表
裏
を
平
滑
に
削

っ

て
お
り
、
裏
面
を
割

っ
た
だ
け
の
封
絨
木
簡
と
は
タ
イ
プ
を
異
に
す
る
。

②
は
呪
符
木
簡
。
三
三
片
以
上
に
分
離
す
る
。
大
き
く
二
つ
の
ま
と
ま
り
に

復
元
さ
れ
る
が
、
直
接
は
接
続
し
な
い
。
釈
文
に
は
反
映
さ
せ
な
か
っ
た
が
、

表
裏
と
も
上
端
部
に
小
さ
な
○
印
が
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
六

（
一
九
七

六
年
）
奈
良
文
化
財
研
究
所

『飛
蔦

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二

一

（二
〇
〇
七
年
）

（市
　
大
樹
）

1977年以前出土の木簡

(1)

伊n
□家

各
と

。
「
（
符
篠
）
詔

Ｌ
□
□
□
岡
□

・…
‥

□ □
□□

含

∞
伽
十

中
９

×

６

じ

×

］

ｏ
盟
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